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平城宮跡発掘調査部・歴史研究室

考古第一調査室は，歴史研究室などと共同で1 9 8 2年から

法隆寺蔵百蔦塔の調査にあたり，1 9 8 5 年からはそのデー

ターベース（，．Ｂ）化にとり組んできた。百葛塔は周知の

ように，相輪部と塔身部から成り，，．Ｂ化したのは塔身部

のデーターである。データー量の増加によってパソコンか

ら使用機種を汎用コンピューターに変更，これを機に塔身

部のデーターを5 2 0 0基に増やすとともに，相輪部5 0 0基分の

ＤｏＢ化も行った。この結果，百寓塔暦日の検討が可能にな

った。百蔑塔の暦日は，賃金の基礎にするため工人が日々

記入したのであり，これによって当時の暦の一部が復原で

きるし，百寓塔工房の運営形態も復原できよう。

１）奈良時代の暦は，月の満ち欠けを太陽により補正し

た太陽太陰暦をもとに月の大小（2 9 . 3 0 日）を決めたが，元

日は日食を避ける禁忌などから変更があり，また天体の運

行と暦が大幅にづれると閏月により補正するなど複雑であ

った。それでも当時の暦があれば問題はないが，それは

『正倉院文書』などに一部が伝わるほか，明かでない。

一方，この時代の歴史を記す『続日本紀』は，日附を干

支表記する。これは暦日表記した日附史料を，編纂の段階

に干支に換算して表記したもので，換算の誤りという問題

がある。そこで，以上の史料とともに天文学的な計算によ

って暦の復原をしている。これを推算暦という。今日，内

田正男『日本暦日原典』（雄山閣1 9 7 5 ）が精密であるが，細

部では同時代史料との照合補訂が必要である。

百菖塔の暦日は，百寓塔の製作期間（天平神護元・7 6 5 年か

ら宝亀元．7 7 0 年の５年余）に限られ，さらに，法隆寺に分置

した百蔦塔自体，当初の製作数百万基の一割という制約の

ためか，暦日に偏りがある。このため，数が比較的まとま

った月を選び，推算暦と比較した。図１では各月の製作数

を日ごとに示した。

森祷趨元需規鰐１６月）

一 r ‐ ■ 。 ■ ･ 町 ■ ■ ■ ﾛ ■ ﾛ ｡ ■ P ﾛ ■ ﾛ q ● 0 日 ● 0 C O 凸 b

ｌＳＣＴ⑧１１１３１０ 2 丁１ｅｃｔ画ＥＣｇ７Ｃ⑥

２４５８１３１２１４１６１８釦２２２４鈴詑契

円

画

“

巽

田

畑

虹聡鋤職溌脇瀧麓
■ ■ ▼ ■ 甲 ■ ■ 巳 ■ ■ ■ ｡ ﾛ ロｇｏ ■ ｡ ■ ① ■ ■ 与り巳 ■ ■

ＳＣＴｅＭ１３ⅡD H T Ⅱ⑨ＥⅡ面配Ｆ７Ｐｆｂ

２４６８１０１２１４１６１８詞詮２４託舘詔

円

天平神をK三年三月（767年３月）

７１汗

四

“

認

記

砲

四

“

詞

劉

眼

廼】3, ,

■ ロ院用ｒ丙一一

■ ■ ■ ④ ● ■ ｡ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ , ﾛ ■ ■ ■ ■ 巳 ■ ■ ﾛ ■ ■ ■ ■ ■ ｐＦａＦ二 ” 杢

匡甥# で: 麗句

２】１１１易勇勇勇Ｚー一

、詞 . ] ﾛ ､ ﾛ ヨ０ F Ｔ 1
２つ２もＥＴ２m

．Ｕ丁⑪皿 n コＺＵ１丁ＩＤＥＺ画厘，置丁恩９

２４６ 8 1 8 1 2 1 4 1 6 1 8 2 も望２４霊２８魂

円

天平衿霊三年六月（花1軍６月）

１１四件

F 異［

唾

賢

型

輿

観

畑

法隆寺昭和資材帳関連の調査

垂1 ．

景霊二年一月〈頑年１月）

ヨロ唇

F 詞.

, U唖

｡ ■ ロ ﾛ ･ 弓 ﾛ 8 q 即 ■ 日 ｡ & ｡ ｡ ■ 0 ﾛ ﾛ o U o O G d J O f - J -

I ③B T o U 8 １９3 ０ＷＲｅｅｌ垣つと⑧とＴｍ

２４6 8 1 B 1 2 1 4 1 6 1 B 詞２２２４鈴認鋤
日

承愈二年二月（768年２月〕

ｇｑ解

｡ ｎ７ｅ’ ’ ’ ３．８０．１Ｔ･ ' ｂ・由, 由, ＆‘ 古‘ i 弱~了

２４６８１０１２１４Ａ６１８２０２２２４鈴調麺

領･ ■

図1 ａ月ごとの製作数

－４４－

一一 ﾛ ● ロ ﾛ ｡ U ００ 8 凸 J O f ‐ 万一

丁o U 8 １９3 ０ＷＲｅｅｌ垣つと⑧ＥＴＥ⑧

Ｓ8 1 B 1 2 1 4 1 6 1 B 詞２２２４鈴認鋤

日

ｇＵＴｅｌｌｌＳm 1 T １⑧唖６３釦

産寺 ■ ■ ■ ■ ■ ■

２４６８１０１２１４Ａ６１８２０２２２４

甲｡ ■ｂｄＵｎ旬●4 ■■い■q ■●■■ ■ ｡ ■ ■ ■ ● ■ ■ ●冨庁&巳も■●■■■ゅ? ▽▼O

■トー字一Ｆ■CbhbD■‐ ■色色合Up甲■甲■｡¥･■■甲●●■■守口■■■･■＆印可可０４｡◆d句画ご

■■｡■q●画守■｡■■■巳凸■●- ‐ Ｐ｡■●ひ■■' す■■曲=ヤ■p■｡■■■■１■－■－＝◆●P■■■●や

…j き．‐．－．…………. …・・・…‐ ･…．．‘ i 3・

謹患i 識i 蟻篤…璽熟…暫繊

■ ■ ｡ ■ 口 ■ d L

１３

錫溺

寸甲■■■●凸△色年■■■唾. ■■■巳■Pマー0●■曲■●いか●■■■■■今凸■甲■■■ｐ甲●■昏●■P●&ﾛ

■■■■凸■ｰ、●●●■■~庫=‐ ■●か｡■△b△凸&■■凸■■■一■凸印中一画■F■■■q召巳凸一■■●●●■町●官企守｡■

●■■●凸■●◆Ｐ■■守●｡■■■■■■曲a●■■■＝■■■■■■■■｡■凸” ‐ ●■■■■■‐ ●●－ロマ■■いめ●－，

･ ……・…‐ …．．~. －- 一･ ･ ･ ……･ …．……･ ･ ･ …Ｇ７…．……. .

_ 畠－塁と, 1W1, . 1．臭ﾑﾑﾑ , Ｌ馳弘且』

２１



照冨琴想当酔月）

景猛二年三月（768年３月）

Ｚ己Ｚ何

四

四

調

記

旧

例

民、■

２回■

猫1．

舛荊。

1 円厚

夙霊二年四月（花3年$月）

３９画件

５４

閉園’ ２具ｉｌ坐自至

四

“

卸

的

咽

【

“

Ｕ

Ｆ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ザ

グ

グ

；

ｊ

“

Ｆ

Ｆ

Ｊ

ダ

ダ

・

哉

錘

【

図

画

画

一

〃

．

“

。

：

，

ｕ

〃

川

調

う

●

グ

ゾ

●

／

〈

ノ

グ

グ

ゾ

；

》

一

・

一

種

画

狸

抑

『

グ

５

“

●

グ

．

ろ

・

・

・

割

ソ

・

Ｅ

ｐ

ｍ

壷

フ

グ

畠

二

Ｊ

．

・

・

Ｆ

ゴ

ロ

２

”

ｊ

巽

剖

Ｆ

“

夕

．

、

伊

Ｐ

Ｊ

“

Ｆ

“

タ

Ｊ

Ｆ

２

。

⑧

論

哩

幽

》

“

傍

グ

．

、

仮

グ

ダ

ジ

Ｆ

・

”

Ｊ

〃

姫

‐

認

ァ

．

ク

プ

．

〃

“

〆

雪

ク

ゾ

グ

４

ク

ノ

ク

“

・

“

〃

．

ｒ

“

一

・

露

、

〃

〃

．

グ

／

ノ

ノ

〆

ノ

ン

グ

２

。

”

喰

一

断

面

墜

配

・

ａ

顕

電

『

働

蔚

画

、

〃

切

賜

ｐ

企

》

雨

醒

凹

園

閉

皿

伽

つ

』

岸

画

⑧

丙

嗣

圃

画

凹

喝

嗣

酎

図

賜

・

命

》

垂

【

閉

園

昭

醗

■

。

■

．

ｑ

は

缶

■

■

《

。

［

閣

一

函

酪

．

，

い

》

４

墾

認

ロ

ノ

●

ク

ゾ

●

〃

ノ

ブ

●

ク

ノ

／

●

〃

〆

，

ォ

鰯

眠

銅

閉

厩

函

困

厩

宇一 ﾛ ＝ ｡ ｡ ■ ｡ ■ ■ ｡ ■ q ■ ･ ･ ﾛ o ■ ｡ c U 凸 ｡ 0 4 0 ８０

１｡ 、γ ⑥１１8 ３】｡ ＩＴ１０Ｇ１倉印亡ひＣＴＥ｡

２４６８1 9 1 2 1 4 1 6 1 8 麺錘２４２Ｇ鑓蛍

日

景獄二年五月（7Eも年５月）

Ｚ１，件

日用合計個数（７６５年～７６９年）

】ｇＤｑ秤

すむ1 ．

β 皿｡

詔』

2基! ｡

1 咽■

p U g U U g O ■ g C U ■ e e D U g ロ ﾛ U q ■ ら 0 ■ ■ ● 0 0

①⑨丁⑧Ⅷ１ｓ岬ＥＴＩ⑧唖心，ＥＣＥ７Ｅ⑤

２４6 8 1 5 1 2 8 4 1 6 1 8 記詮２４２６認３Ｅ

Ｒ

百菖塔の暦日と推算暦とは，天平神護３年３月（大) ，神

護景雲２年２月（大) ，同６月（大）のように一致する例と，

神護景雲２年３月，同４月のごとく月の大小が推算暦とは

逆の例がある。前者は推算暦の正しさを意味するが，後者

は問題がある。

検討の結果，百寓塔の暦日が正しく，景雲２年３月は大

の月，同４月は小の月とすべき，との結論に達した。『正倉

院文書』などの史料もこの結論を支持している' ・新訂増補

国史大系本など現行の『続日本紀』は，干支の日附に算用

数字の日にちの傍書がある。これは，江戸時代の刊本以来

のものであり，上の検討結果に即すと，神護景雲２年４月

条にみる三条の記事は，各々 ，戊寅を４日，乙酉を1 1日，

辛丑を2 7 日に訂正する必要があろう。

２）官営工房は，奈良時代の生産関係で重要な役割を担

ったが，その実態は史料不足から，なお審ぴらかにしがた

い。ここでは百菖塔の暦日から，その工房の運営形態－特

に休日のあり方を検討した。

まず，年末年始の休みはどうか。暦日を検討すると，年

末は1 2 月2 8 日例（天平神護３年）が最も遅く，年始は１月２

日例（神謹景雲二年）が最も早い。今日でも仕事の遅れを取

り戻す休日出勤は普通だから，特殊例とも見なせるが，当

時のロクロは，動力として工人と同数の綱曳き夫を要し，

少数の工人の意志では処し得ない。つまり工房はいつでも

操業できる状態にあり，年末年始の休業は，あっても３．

４日程度と思う。

通常の月はどうか。百菖塔の暦日から年月を捨象し，日

毎の生産量を示すグラフを作成した（図２) 。これでは，月

の初めと終わりにピークがあり，月半ばに逆のピークがあ

る。ことに，７日と2 2 日前後の落込は大きい。しかし，月

全体を通じて生産は途切れない。この事実は，上記の日が

工人の多くにとって「定休日」だったこと，けれど，工房

は休みなく操業したこと，を示すのであろう。（金子裕之）

ｌ金子裕之「神護景雲二年三月は大の月か小の月か」
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